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全
国
か

5
1
2
0
0人
が
参
加

!
大
村
純
忠

4
0
0年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
l

大
村
純
忠
顕
彰
事
業
実
行
委
員
会

(会
長

・
松
本
崇
大
村
市
長
)
は、

ω月
初
日
、
市

民
会
館
で
、
今
年
度
の
メ
イ
ン
事
業
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「西
洋
と
の
出
会
い
」
(
大
村
純
忠

顕
彰
事
業
実
行
委
員
会

・
西
日
本
新
聞
社
主
催
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
館

・
ス
ペ
イ
ン
大
使

↑

館

・
イ
タ
リ
ア
大
使
館

・
ロ
ー
マ
法
王
庁
大
使
館
・

N
H
K
長
崎
放
送
局
・

大
村
市
・
市

一

教
育
委
員
会

・
長
崎
県

・
長
崎
県
教
育
委
員
会

・
長
崎
市

・
大
八
刀
市

・
宮
崎
県
西
都
市
・

十

(J
下
、
ii
崎
県
)
北
有
馬
町

・
西
海
町
・

千
々
石
町
・

1見
町
一

i
)を開
花
ま
し
た
。。

次期総斡惣担金も1シ減効ム

t事事

脅迫寺望号

Mm

欄
山端

a
B
E

&

ゐ
凡
さ
w
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ゆ
内
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z
n海

喰
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小

晶

凶・
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T
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畠

舵
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ル
ー
プ
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
N
H
K
長
崎
放
送
局
で
は
、
こ

の

日
は
2
時
間
切
分
に
わ
た
っ
て
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
録
画
放
映
。

さ
ら
に
、
多
く
の
視

聴
者
か
ら
「
再
放
映
」
の
希
望
が
同
局
に
寄

せ
ら
れ
た
結
果
、

日
月
ロ
日
に
は
1
時
間、

翌
日
の
日
日
に
も
3
時
間
に
わ
た

っ
て
再
び

再
編
集
番
組
を
放
映
す
る
な
ど
、
全
県
下
で
、

多
く
の
人
が
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
か
参
加
。

し
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

商事唱事

一時四

-防-'-胸骨--助制喝

d 

質問が相次ぎ、純忠への関心

の高さがうかがえま した。

舎
年
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

大
村
純
忠
顕
彰
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、

今
年
度
の
事
業
と
し
て
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
の
ほ
か
①
キ
リ
シ
タ
ン
大
名

・
大
村
純

忠
主
南
蛮
文
化
展

(5
月
お
日

i
m
日
、
大

村
浜
屋
)
②
ポ
ル
ト
ガ
ル
観
光
と
ワ
イ
ン
ま

つ
り

(同

・
向
)
③
大
村
純
忠
没
刷
年
記
念

慰
霊
祭

(5
月
泊
目
、
坂
口
館
跡
)
④
同
記

念
式
典

(向
、
同
)
⑤
同
天
正
少
年
使
節
復

元
音
楽
演
奏

(
向、

同
)
⑤
同
記
念
講
演
(向
、

?
企

市
民
会
館
)
⑦
ポ
ル
ト
ガ
ル
観
光
写
真

・
南

蛮
文
化
展

(8
月
2
日
1
3
日
、
市

コ
ミ
セ

ン
)
③
ポ
ル
ト
ガ
ル
海
軍
練
習
帆
船
「
マ
カ

オ
号
」

大
村
寄
港

(8
月
2
日
1
4
日
、
市

役
所
横
埋
め
立
て
地
)
⑨
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
オ

ペ
ラ

「
魔
法
の
笛
と
鈴
」
公
演

(9
月
1
日、

市
民
会
館
)な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
事
業
と
し
て
、
大
村
純
忠

と
天
正
少
年
使
節
な
ど
に
関
係
し
た
写
真
を

慰霊祭 (~9 ・坂口館跡)

(%・市民会館)

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
結
城
了
悟
・
日
本
お
聖

人
記
念
館
館
長
、
中
村
質

・
九
州
大
学
教
授
、

外
山
幹
夫
・

長
崎
大
学
教
段
、
ジ
ヤ
イ
メ

・

コ
エ
リ
ョ

・
上
智
大
学
教
授
、
松
田
毅
一

・

京
都
外
国
語
大
学
教
授
の

5
人
。
司
会
は、

N
H
K大
河
ド
ラ
マ

「
黄
金
の
日
々
」「
山
河

燃
ゆ
」
な
ど
の
脚
本
家
の
市
川
森

一
氏

(諌

早
市
出
身
)
。
特
別
講
演
と
し
て
、

元
文
化

庁
長
官
で
作
家
の
三
浦
朱
門
氏
が

「西
洋
と

日
本
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

市
民
会
館
は
、
市
内
外
か
ら
の
約
千
二
百

人
の
聴
衆
で
埋
ま
り
「
長
崎
県
下
で、

こ
れ

ま
で
聞
か
れ
た
最
高
レ
ベ
ル

の
ン
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
に
、
最
後
ま
で
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
3
部
に
分
か
れ
て
開

催
。
第
1
部
で
は
、
結
城
館
長
か
「
、キ
リ
シ

タ
ン
に
な

っ
た
大
村
純
忠
」
、
中
村
教
授
が

「統

一
政
権
と
南
蛮
貿
易」

、
外
山
教
授
が

「
戦
国
大
名
と
し
て
の
大
村
純
忠
」
、
コ
エ

リ
ョ

教
授
が
「
大
村
純
忠
に
お
け
る
西
洋
と

日
本
の
出
会
い
」
、
松
田
教
授
が

「日
欧
交

渉
史
か
ら
見
た
大
村
純
忠
」

と
題
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
基
調
発
表
。

午
後
か
ら
の
第
2
部
で
は
、
三
浦
氏
が
特

別
講
演
。
第
3
部
で
は
「
西
洋
と
の
出
会
い」

を
テ
!
?
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
講
演
の
前
に
は
、
松
本
市
長

が
「
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
で
、
わ
が
市
で
初
め

て
の
本
格
的
な
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、

こ
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
先
生
方
に
よ
っ
て
開
く
こ

と
が
出
来
た
事
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。
わ
が

市
で
、
川
年
前
に
起
き
た

か国
際
化
々
を
話

し
合
う
こ
と
で
、
今
日、

問
題
と
な
っ
て
い

る
ρ

国
際
化
と
は
何
か
H

を
考
え
る
契
機
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す」

と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

-2 -

圏
内
最
鑓晶

誕講
語師
を陣
浮お
き
彫
り

大反響を呼んだシンポジ‘ュム「西洋との出会い」

主

i
iF
I

中
心
に
し
た
書
籍
を
発
刊
す
る
計
画
で
、
現

在
、
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
写
真
は
、
広

く
一
般
公
募
し
て
い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ

て

ご
参
加
く
だ
さ
い

(詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、

市
役
所
内
の
事
務
局

宮
@
4
1
1
1
⑮
2

1
9
ま
で
)

天正少年使節復元音楽演奏 (治 ・市民会館)

、ザ

ポルトガル観光写真・南蛮文化展

(九・ 3市コミセン) 5人のパネリス トの意見が激突

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ネ

リ
ス
ト
の
意
見
が
激
突
。
純
忠
の
入
信
の
動

機
や
長
崎
開
港
ま
で
の
背
景
、
南
蛮
貿
易
の

実
態
な
ど
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
が

述
べ
ら
れ
、
会
場
か
ら
は
、
先
生
方
に
拍
手

か
送
ら
れ
る
な
ど
、
普
通
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
は
違
っ
た
非
常
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま

し
た
。
会
場
で
は
、
福
岡
や
佐
賀
、
遠
く
は
関
東
、

関
西
な
ど
か
ら
駆
け
つ
け
た
歴
史
研
究
家
や

郷
土
史
家、

筑
後
出
身
の
作
家
松
永
伍一

さ

ん
ら
の
有
名
人
、

ま
た
外
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
や
米
国
か
ら
の
留
学
生、

東
彼
波
佐
見

町
や
西
彼
西
海
町
な
ど
県
内
の
各
史
談
会
グ

ポルト力ル海軍練習帆船マカオ号

( %.3・市役所横埋め立て地)

タ畿の計E
大村純忠顕彰事業実行委員会では、

2年後の 「天正少年使節帰国 400年J
に向け、現在、 色々な計画を検討 して

います。 2年後の1990年には、長崎市

では 「旅」博 も聞かれますが、この年

を、わが市の飛躍の年にしたいと熱望

しています。皆さん方のご理解、ご協

力をお願いします。

お
わ
び
と
訂
正

日
月
号
の
特
集

・
歴
史
を
訪
ね
て
み
ま
せ

…

…
ん
か

(
2
ペ
ー
ジ
)
で
、
玖
島
城
跡
の
、
鉄

…

一
砲
狭
間
、
矢
狭
間
な
ど
も
見
つ
け
る
こ
と
が

一
で
き
ま
す
。
と
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
あ
り

…

…
ま
せ
ん、

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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昌
や
扱
恒
星
ス
宋
祖

ー
美
の
使
節
3
人
決
ま
る
1

第

m回
ミ
ス
大
村
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
美
の
代
表
3

人
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
応
募
は
お
人
、
書
類
、

面
接
審
査
の
結
果
、
ミ
ス
大
村
に
林
志
津
子
さ
ん

(
却
歳
)
、
ミ
ス
お
お
む
ら
桜
に
焼
野
ち
は
る
さ
ん

(
辺
歳
)
、
ミ
ス
花
菖
蒲
に
大
久
保
孝
恵
さ
ん
(
幻
歳
)

が
選
ば
れ
、
日
月
3
日
、
街
頭
パ
レ
ー
ド
お
よ
び
選

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

林
さ
ん
は
、
身
長
則
・

5
仰
、
趣
味
は
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
で
「
と
て
も
う
れ
し
い
。
大
変
だ
と
は
思
う
が

自
分
な
り
に
努
力
し
た
い
」

焼
野
さ
ん
は
、
身
長

m
m、
趣
味
は
読
書
・
レ
コ

ー
ド
鑑
賞
で
「
た
だ
ビ
y

ク
リ
し
て
い
る
。一

生
に

1
度
の
こ
と
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
た
い
」

大
久
保
さ
ん
は
、
身
長
邸
側
、
趣
味
は
音
楽
・
ス

ポ
ー
ツ
で
「
と
て
も
素
直
に
喜
ん
で
い
る
。
市
の
代

表
と
し
て
責
任
を
持
ち
、
精
一
杯
頑
張
り
た
い
」

3
人
と
も
、
や
る
気
十
分
の
素
適
な
お
嬢
さ
ん
た

ち
ば
か
り
。

今
後
1
年
間
、
大
村
発
展
の
た
め
大
い
に
活
躍
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ミスおおむら桜

焼野ちはるさん

ミス大村

林志津子さん

ミス花菖蒲

大久保孝恵さん

本 化事業を
多良岳サミット

-
ミス大村街頭パレード (11月 3日・本町アーケード内)

多京協ミyト

堂
々
の
初
舞
台

大
村
ふ
る
さ
と
劇
団
「
勘
作
座
」
(
橋
本
惰
座
長
-

m人
)
の
旗
揚
げ
公
演
が
凶
月
日
日
、
市
民
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

勘
作
は
か
大
村
の

一
休
さ
ん
。
と
も
言
わ
れ
、
持
ち

前
の
と
ん
ち
と
機
転
で
周
囲
を
楽
し
ま
せ
、
今
で
も
数

多
く
の
民
話
が
残

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
勘
作
も
の
が
た
り
を
テ
!
?
に
し
て
、
昨
年
同

月
に
結
成
さ
れ
た
「
勘
作
座
」

。
今
回
の
旗
揚
げ
公
演

は
、
勘
作
の
少
年
期
の
物
語
り
で
、
と
ん
ち
と
方
言
ま

る
だ
し
の
熱
演
に
、
親
子
づ
れ
な
ど
約
1
0
0
0
人
の

観
客
を
笑
い
と
感
動
の
う
ず
に
く
ぎ
付
け
に
し
ま
し
た
。

長
崎
・
佐
賀
両
県
の

3
市
6
町
か

ら
参
加
す
る
第
3
回
多
良
岳
サ
ミ

ソ

ト
が
叩
月
日
日
、
五
ヶ
原
岳
山
頂
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
市
町
長
・
助
役
・
県

議
な
ど
約

ω人
。

今
回
は

「九
州
横
断
道
路
の
開
通

に
伴
、
つ
多
良
岳
山
ろ
く
市
町
に
与
え

る
影
響
お
よ
び
そ
の
対
応
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
協
議
さ
れ
、
観
光
P
R

や
パ
ン
フ
の
作
成
、
多
良
岳
を
中
心

と
し
た
周
辺
道
路
整
備
に
関
す
る
陳

情
な
ど
、

3
市
6
町
が
一
本
化
し
、

力
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

ま
し
た
。

大
村
市
の
提
案
事
項
で
あ
る
、

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
ラ
イ
ン
の
整
備
や
琴
平

岳
の
整
備
、
野
岳
湖
園
地
整
備
、
鉢

巻
山
の
整
備
な
ど
の
事
業
計
画
や
当

面
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
も
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

4-

1年間の練習を披露する「勘作座」

(10月15日・市民会館)



ペ/産藤智
.a年盆
保"斜

いν
ち
い
ν
ち
持
つ
マ
ヤ
く
d
m
除

面
倒
マ
守
ね

忙
し
い
毎
日
、
わ
ざ
わ
ざ
金
融
機
関
な
ど
へ

お
出
か
け
に
な
る
の
も
大
変
で
す
。

ま
た
、
つ
い
う
っ
か
り
し
て
納
期
限
を
忘
れ
、

気
が
つ
い
た
ら
未
納
分
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

そ
ん
な
手
間
や
忘
れ
を
口
座
振
替
が
解
消
し
ま
呪

(
申
し
込
み
手
続
き
は
)

あ
な
た
の
預
金
口
座
の
あ
る
市
役
所
指
定
の

金
融
機
関
へ
納
付
書
、
預
金
通
帳
、
印
か
ん
を

お
持
ち
の
う
え

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
申
し
込
ん
で
く
だ
き
い
。

(
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
)

。
預
金
残
高
口
座
の
預
金
が
不
足
し
て
い
ま

す
と
振
替
が
で
き
ま
せ
ん
。

。
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

申
し
込
み
の
金
融

機
関
で
口
座
振
替
廃
止
届
か
変
更
届
を
出
し
て

く
だ
き
い
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金
係

，締め勿り

h ぬと;0臼です
f!JJ1;;7Jまで;よウヒ宗以上

--'~ . e.三者J

同
昌
司

nu
匂
円
以

9
月
分
の
医
績
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
で
は
、
加
入
者
の
皆
き
ん
が
、

病
気
や
ケ
ガ
の
た
め
に
医
療
機
関
な
ど
で
受
診

さ
れ
た
、

9
月
分
の
医
療
費
を
、
ロ
月
中
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

人
は
、
病
気
に
な
っ
て
は
じ
め
て
健
康
で
あ

る
こ
と
の
尊
き
を
知
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
健
康
診
断
な
ど
の
各
種
保
険
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
診
は
、
必
ず
受
け
て

早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課

国

民

年

金

飢

w
歳
に
な

3
ま
T
加
入

7
?ま
す

ω歳
に
な
っ
て
も
受
給
資
格
期
間
(
お
年
)

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
日
年
4
月

の
改
正
で
、

白
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
あ
と
わ
ず
か
の

加
入
期
間

(
5
年
以
内
)
が
あ
れ
ば
、
老
齢
基

礎
年
金
に
結
び
つ
く
人
た
ち
に
救
い
の
手
が
さ

し
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
受
給
資
格
期
間
は
満
た
し
て

い
て
も
、

保
険
料
を
払
っ
て
い
な
い
期
聞
が
あ
っ
て
、
年

金
額
の
少
な
い
人
は
臼
歳
に
な
る
ま
で
保
険
料

を
納
め
て
、
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
額
が
満
額

に
な
っ
て
い
る
人
は
、
加
入
し
て
も
年
金
額
は

増
え
ま
せ
ん
。

一
変
a
uト
紛
失
・
盗
難
に
ご
注
意

f

…

…
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
海
外
旅
行
者
に
と
っ
て
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

一

一
は
、
国
籍
や
身
分
を
立
証
す
る
、
命
の
次
に
ま
た
、
有
劾
期
限
の
確
認
も
お
忘
れ
な
く
。
…

一
大
切
な
も
の
で
す
。
紛
失
や
盗
難
に
は
十
分

問
い
合
わ
せ

国
際
交
流
課
(
県
庁
内
)

一
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家
庭
と
こ
ど
も
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に

児

児
童
手
当
と
は

音
-

園
、
県
、
市
と
事
業
主
が
費
用
を
持
ち

あ
い
、
児
童
の
健
全
育
成
と
資
質
の
向
上

を
目
的
と
し
て
、
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
人

義
務
教
官
民
就
学
前
の
児
童
手
」
含
む
日
歳

未
満
の
児
享
乞
2
人
以
キ
套
戸
し
て
い
る

人
で
、
収
入
が
ニ
疋
の
額
未
満
の
四
窓
口
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
と
は
、

満
6
歳
に
達
し
た
日
以
後
に
お
け
る

-最
初
の

3
月
白
日
以
前
の
児
童
を
い

-

秋の叙勲受章
おめでとうございます

手

出
=

日本郷友連

大村から 4人の方が 63年秋の叙勲と賜杯

の受章を受けられました。受章されたのは次

の方々です。おめでとうございますO

L 勲E.~'【→乞官日輩 (敬称略)

竹下含 (70歳・諏訪3丁目。)元運輸

省長崎空港事務所長

ι額七等瑞宝章
金子宰 (63歳 ・中里町)

者収容所警守長

副島 源一郎 (62歳 ・黒丸町)元大村

入国者収容所警守長

Gシ旬寸→E
鈴田正宏、

盟県支部会長

↑
い
、
具
体
的
に
は
昭
和
臼
年
度
は
、

一

-
昭
和
町
年
4
月
2
日
以
後
に
生
ま
れ

-

一
た
児
童
を
い
い
ま
す
。

児
童
手
当
の
額

2
番
目
の
児
童
に
は
月
額
2
5
0
0
円、

3
番
目
以
降
の
児
童
に
は
、
一
人
に
つ
き

月
額
5
0
0
0
円
が
義
務
教
育
就
学
前
ま

で
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
月
は
2
月

・
6

月

・
叩
月
で
、
前
月
ま
で
の
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

特
例
給
付

所
得
が
多
い
た
め
、
児
童
手
当
を
受
け

元大村入国

(87歳 ・片町)

按育功労者を表彰
~~)~ 

ら
れ
な
い
被
用
者
(
厚
生
年
金
等
に
加
入

し
て
い
る
人
)
に
つ
い
て
も
、

昭
和
侃
年

5
月
ま
で
の
問
、
事
業
主
の
負
担
に
よ
り

手
当
(
特
例
給
付
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
特
例
給
付
の
場
合
も
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

特
例
給
付
の
額
は
、

と
同
じ
で
す
。

児
童
手
当
の
場
合

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
の

手
続
き

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
認
定
請
求
書

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
の
支
給
を
、

は
じ
め
て
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
や
、
す

で
に
受
け
て
い
る
人
が
、
他
の
市
区
町
村

に
住
所
が
か
わ

っ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
は
、
認
定
請
求
の
翌
月
分
か
ら
と

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
請
求
を
し
な
い

と
、
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
受
け
ら
れ
る

月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
公
務
員
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
勤
務
先
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
現
況
届

受
給
者
の
前
年
の
所
得
の
状
況
と
、
6

月
1
日
現
在
の
養
育
の
状
況
を
毎
年
確
認

す
る
た
め
の
届
け
で
す
。
6
月
中
に
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
届
け

次
め
い
す
れ
か
に
該
当

す
る
場
合
は
、
す
ぐ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

①
受
給
者
、
児
童
が
、
他
の
市
区
町
村
に

住
所
が
変
わ

っ
た
と
き

②
出
生
や
死
亡
な
ど
に
よ
り
、
児
童
数
が

変
わ
っ
た
と
き

③
児
童
が
日
歳
に
な
っ
た
と
き

④
特
例
給
付
の
受
給
者
が
会
社
を
退
職
し

た
と
き

⑤
受
給
者
が
公
務
員
と
な

っ
た
と
き

⑥
そ
の
他
、
氏
や
養
育
者
の
変
更
な
ど
、

受
給
者
、
児
童
に
変
更
が
あ

っ
た
場
合

児
童
手
当
に
関
す
る
お
尋
ね
は
、
市
民

課
記
録
係
児
童
手
当
担
当
へ

次のとおりです。

(敬称略)

教育功労者表彰式(11月1日・ 商工会議所)

本市の教育 ・文化の振興に寄与された方、

および団体、並びに永年にわたり児童生徒の

教育に専念された方などの表彰式が11月1日、

行われました。

表彰を受けられた方々は、

田

畑

耕
作
面
積
等

調
査
の
お

• 

6 -

い

昨
年
よ
り
、

こ
の
調
査
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
も
ロ
月
初
め
に
、
昭
和

臼
年
中
の
田
畑
耕
作
面
積
等
の
調
査
表
を

お
送
り
し
ま
す
。

お
手
数
で
す
が
ロ
月
却
日

ωま
で
に
出

張
所
か
税
務
課
あ
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ

こ
の
調
査
表
は
、

2
月
中
旬
か
ら
の
所

得
税
の
確
定
申
告
・
市
県
民
税
申
告
の
と

き
の
農
業
所
得
の
算
定
に
用
い
ま
す
の
で

正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係

松尾正己、山口鉄男、菱谷武平

文化財審議会委員として永きにわたり文化

財保護、顕彰等の文化行政に貢献されました。

大村市文芸協会

多年にわたり文芸誌を発行きれるなど本市

文化振興に貢献されました。

大村市子ども会育成連合会

多年にわたり子ども会の育成発展に寄与さ

れ本市の青少年健全育成に貢献きれました。

本郷長

奨学資金と して多額の浄財を寄贈され教育

振興に貢献されました。

本多仁、阿比留秀敏、今里健、牛嶋テル

子、中尾富子、福田政弘、神吉孝子、瀧野三

郎



争\'~f礼申マ守ね

豊か怠人間関係を
人権週間 1.2月4日---10日

「人権」というと、大変むつかしく考えられ

ますが、私たち l人ひとりが、社会のなかで

幸福な生活を営むために、平等に持っている

権利のことです。これは、憲法によって保障

きれています。

いじめ、隣近所とのもめごと、土地問題、

家庭内のいざこざなど、困りごとや心配ごと

がありましたら、法務局や人権擁護委員にご
相談ください。

相談は無料で秘密は守られます。

O人権擁護委員 (敬称略)
石橋正夫 久原 1丁目 岱@ 60 9 4 
岩永 宏 松原 1丁目 包@ 74 5 1 
錦戸貞子 木場1丁目 岱⑬o1 9 7 
谷本康子 杭出津2丁目 8⑬ 3275 
また、下記の日程により、 特設人権相談所

を開設します。

日時 12月1日(木) 午前10時~午後 3時まで
場所 市役所第 2会議室
※定例相談日については、16ページを参照 く

ださい。

担ぞ

早ノ

永
年
に
わ
た
り
、
社
会
体
育
の
普
及
・

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
、
各
種
大
会
に
お

い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
団
体

・

個
人
の
表
彰
が
、
日
月
刊
日
、
市
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
(
敬
称
略
)

O
体
育
功
労
賞

伊
藤
俊
雄

(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
)
、

清

水
公
明

(
野
球
協
会
)
、

林
和
年

(
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
)
、

松
浦
貞
夫

(
柔
道
協

会
)
、

西
村
久
喜

(水
泳
連
盟
)

。

ス
ポ
ー
ツ
賞

溝
口
英
久

(パ

l
ル
ハ
イ
ム
)
、

井
本
勇

愛

(
銃
剣
道
)
、

田
崎
靖
晶

(
銃
剣
道
)

県
立
大
村
園
芸
高
等
学
校

漕
艇
部
男
子

ク
ル

l
、
県
立
大
村
高
等
学
校
漕
艇
部
女

子
ク
ル

l

。

社
会
体
育
優
良
団
体
賞

一
般
女
子
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
「
大
村

パ
l
ル
ク
ラ
ブ
」

幼
き
愛
の
護
盆

2
人
の
少
女
福
祉
墓
金
へ
寄
付

。
福
祉
基
金
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
H

と、

幼
い
、
心
優
し
い
愛
の
手
が
差
し
延
べ
ら

れ
ま
し
た
。

三
城
小
学
校
2
年
生
、
木
村
章
子
ち
ゃ

ん

(
8
歳

・
西
三
城
町
)
と
田
崎
ひ
ろ
み

ち
ゃ
ん

(
8
歳

・
同
)
の
2
人
。

2
人
は
、
叩
月
白
日
、
近
く
の
遊
園
地
で

遊
び
道
具
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
粗
大

、「民、、
¥h 

L¥ー、，、
、-
¥』

¥』、E

ゴ
ミ
の
中
か
ら
現
金
日
万
9
千
円
余
り
入

っ
て
い
た
封
筒
を
見
つ
け
た
た
め
、
す
ぐ

大
村
警
察
署
に
届
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
落
し
主
が
分
か
り
、
お
札
に

と
5
万
円
を
も
ら
い
ま
し
た
が
、
両
親
と

相
談
し
、
日
月
4
日
、
福
祉
基
金
に
全
額

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

福
祉
基
金
へ
寄
付
し
た
木
村
章
子
ち

ゃ
ん
(
左
)
と
田
崎
ひ
ろ
み
ち
ゃ
ん
(
右
)

石橋正夫さん

人権擁護委員として活躍し

ておられる、石橋正夫さん

(71歳)が、人権の擁護と人

権思想、の普及高揚に貢献され

たとして、長崎県人権擁護委

員連合会長より感謝状を受け

られました。

福

祉

の

向

上

に

田
崎
恒
作
さ
ん
(
神
戸
市
)
と
俊
作
さ
ん

(
同
)
の
お
2
人
は
、
福
祉
基
金
の
一
部

に
と
、
日
月
白
日
、
亡
母

(リ
ツ
さ
ん

・

片
町
)
の
香
典
返
し
と
し
て
、

1
0
0
万

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

文佑会館建設の一助に
写真は山下登さん(10月31日・市役所)

教育施設の充実に
野
中
光
子
さ
ん
(
池
田
2
丁
目
)
は、

大
村
市
総
合
文
化
会
館
建
設
基
金
の
一
部

に
と
、
日
月
ロ
日
、
亡
夫
(
利
重
さ
ん
)

の
香
典
返
し
と
し
て
、
日
万
円
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

朝長磯野さん (原口町)

は、 10月31日、亡夫 (一郎

さん)の意志を継ぎ、教育

資金 (市立図書館の図書整

備)として、 100万円を

寄付されました。

朝長磯野さん(10月31日 ・市役所)
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レ
ポ
ー
タ
ー

富
永
美
佐
子
さ
ん

ぼ

く

の

わ
た
し
の

吉
松
徹
郎
さ
ん
(
臼
歳
・
黒
木
町
)

4
ム
4
4
E
 

A
Q
E
 

員

山
北
正
久
さ
ん
(
ぬ
歳
・
大
川
田

会
社
経
営

けん だ

賢太 くん(小川内町〉

S61. g. 15 生まれ

アグ介、、ノル登場
元気な、ひょうきん者の量太。

食欲もすごくあります。

元気で、健康な子に育ってほしい

ですね。一…・(田-美恵子さん〉

ヤん
辻

た
か
ら
も
の

セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ

田 た

中宮

由 ゅ

香 か

ち
ゃ
ん

(
位
歳
・
西
本
町
)

じ

私
の
宝
物
は
、
セ
キ
セ
イ
イ
ン

コ
の
チ
チ
と
マ
ツ
で
す
。

父
の
と
も
だ
ち
の
克
己
お
じ
さ

ん
か
ら
も
ら
い
ま
し
だ
。
赤
い
目

を
し
だ
め
ず
ら
し
い
イ
ン
コ
で
す
。

朝
起
き
だ
ら
包
白
工
サ
を
取
り
替

え
て
い
ま
す
。
エ
サ
を
い
れ
て
や

る
と
、
チ
ッ
チ
ッ
と
よ
ろ
こ
び
ま

す
。
早
く
玉
子
ガ
生
ま
れ
る
の
を

だ
の
し
み
に
し
て
い
る
の
で
す
が

な
か
な
か
う
き
れ
ま
せ
ん
F
-

こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
も
っ
と

か
わ
い
が
っ
て
い
き
だ
い
と
思
い

ま
す
。

。
大
村
は
ど
ん
な
所
だ
と
思
い
ま
す
か

-
他
の
人
か
ら
も
住
み
易
い
と
聞
き
ま
す

し
、
私
も
そ
う
思

っ
て
い
ま
す
。

-
大
村
は
、
や
る
事
成
す
事
が
手
ぬ
る
い

感
じ
が
し
ま
す
。
も
っ
と
積
極
的
に
な
ら

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

。
大
村
に
望
む
こ
と
は

・
国
道
4
4
4
号
線

・
産
業
道
路
の
全
面

開
通
な
ど
、
道
路
の
整
備
を
早
く
し
て
ほ
し

い
。
特
に
産
業
道
路
が
開
通
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
国
道
の
交
通
事
情
が
大
分
緩
和

さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

-
大
型
居
の
誘
致
を
し
て
ほ
し
い
。
他
市

は
発
展
し
て
い
る
の
に
、
大
村
は
活
気
が

な
い
と
思
い
ま
す
。

-
今
の
子
供
た
ち
が
働
け
る
企
業
誘
致
を
0

・
観
光
面
で
、
現
在
あ
る
所
を
上
手
に
整

備
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

-
充
実
し
た
国
際
空
港
に

。
大
村
は
ど
ん
な
所
だ
と
思
い
ま
す
か

.
生
活
す
る
に
は
良
い
所
だ
と
思
う
が
、

子
供
の
将
来
の
こ
と
、
ま
た
は
、
事
業
者

の
立
場
か
ら
み
る
と
疑
問
を
感
じ
る
。
同

じ
位
の
規
模
の
所
を
何
か
所
か
見
て
き
て

い
る
が
、
活
気
が
全
然
違
う
。

駅
前
を
中
心
と
し
た
ラ
イ
ン
を
改
良
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

・
村
お
こ
し
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
所
が
あ
る
が
、
大
村
は
閉
鎖
的
な
感

じ
が
す
る
。
若
い
事
業
者
の
人
た
ち
が
、

原
点
に
か
え
り
、
も

っ
と
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。

。
大
村
に
望
む
こ
と
は

大
村
の
発
展
は
、
ま
ず
道
路
。
特
に
国

こん亀'1'1，-フ組ヲτ忍?
視聴覚ライブラリー

市民映画会

i¥ld=l=タ-8.m

12月10日(土) 14時""'15時
西大村コミュ二ティセンター
くフィルム名〉
ミッキーマウスと魔法の帽子

(戸二メーション10分〉
あなたの子育てまちがって

いませんかく家庭教育28分〉

松
本
明
子
さ
ん
(
幻
歳
・
片
町
)

ピ
ア
ノ
教
師

。
大
村
は
ど
ん
な
所
だ
と
思
い
ま
す
か

-
静
か
で
、
落
ち
着
い
た
町
で
す
ね
。
た

だ
、
積
極
性
に
欠
け
、
外
部
の
人
に
対
し

心
を
閉
ざ
す
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
ね
0

・
施
設
は

一
応
整
っ
て
い
て
安
心
し
て
住

め
る
町
だ
と
思
い
ま
す
。
早
く
叩
万
都
市

に
な

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

。
大
村
に
望
む
こ
と
は

・
季
節
を
問
わ
ず
、
散
歩
が
て
ら
に
家
族

で
行
け
る
よ
う
な
所
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

た
と
え
ば
、
公
園
や
各
地
区
に
あ
る
遊
園

地
な
ど
、
た
だ
広
場
が
あ
る
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
作
っ
た
り
、

大
村
公
園
の
ク
ジ
ャ
ク
を
増
や
す
な
ど
、

も
う
一
工
夫
ほ
し
い
。

ま
た
、
水
族
館
も
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
0

・
道
路
の
拡
幅
と
歩
道
の
整
備
を
。
道
路

の
拡
幅
は
企
業
誘
致
に
も
い
い
の
で
は
0

・
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
の
奥
行
き
、
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
、
そ
し
て
大
中
小
の
ホ
l
ル
が

あ
る
な
ど
、
色
々
想
像
し
て
い
ま
す
。

- 8-

傍
聴
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
ど
ん
な

発
言
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、

ま
た
、
市
が

ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
か
な
ど
分
か
る

と
思
い
ま
す
。

-
大
型
ホ
テ
ル
が
1
つ
位
は
是
非
ほ
し
い

で
す
ね
。
ビ
ジ
ネ
ス
、
会
議
、
催
し
事
な

ど
、
色
々
な
面
で
プ
ラ
ス
に
な
る
の
で
は
。

子
供
た
ち
に
と

っ
て
生
き
生
き
し
た
町

に
な
る
よ
う
、
今
、
私
た
ち
が
造

っ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
下
亨
先
生
指
導
の
も
と
に
発
足
以
来
、
ま

も
な
く
結
成
四
年
を
迎
え
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
、

小
学
生
か
ら
主
婦
、
会
社
員
な
ど
約
叩
人
。
年

1
回
の
定
期
演
奏
会
を
は
じ
め
、
市
民
音
楽
祭

健康子レホふサービス
0958・26・5511

の話

12月のテーマ
月 狭心症

火 胆石

水 溶連菌感染症

木 「ひびJrあかぎれJ
金 ヒステリー

土日 おしつこが近い(頻原)

や
、
九
州
ギ
タ
l
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加

等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
九
州
ギ
タ
l
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
メ
ン
バ
ー
の
和
田
正
之

・
純
子
兄
妹
が

次
席
と
3
位
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
年
も
ロ
月

日
日
、

長
崎
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
る

コ
ン
ク

ー
ル
に
挑
戦
し
ま
す
。

大
村
ギ
タ
ー
合
奏
団
は
、
指
揮
者
の
山
下
亨

先
生
率
い
る
長
崎
ギ
タ

l
合
奏
団
の
賛
助
泊
演

に
よ
り
、
数
々
の
名
曲
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
今
後
も
、
シ
ン
フ
ォ

ニ
ッ
ク
な
演
奏

へ
の
研
究
、
努
力
を
積
み
重
ね
て
向
上
し
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
初
級
講
座
開
講
中
で
す
。

昨
年
よ
り
発
足
し
た
ジ
ュ

ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
も
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

3
か
月
で
団
員
と
し
て
合
奏
に
入
れ
ま
す
の

で、

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日

毎
週
金
曜
日
、
夜
7
時
よ
り
、
市
コ

ミ
セ
ン

指

導

山

下
亨
先
生

対
象

小
学
生
1
一
般

連
絡
先

高
階
ヒ

ロ
子

(
宮
⑬
0
3
2
8
)

※12月29日"'1月3巴は「長寿の秘訣jガ流れます。
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12月4日(木) 午後6時30分開演
午後6時開場育料
市民会館

※演奏中の入場は出来ませんので

必ず開演10分前には庸に着いて
ください。

問い合わせ 社会教育課

文化庁移動芸術祭

東京交響楽団演奏会



話

市
健
所
の
仕
事
案
内

ロ
月
初
日
細
川
j
1
月

3
日
側
ま
で
通
常
の
業
務
は
休
み
ま
す

ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ビ
ン
類
」
は
、
廃
品
回
収

業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
な
ど
し
て
、

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
も
え
る
ご
み
の
中
に
、
カ
ン
類
、

ビ
ン
類
、
布
団
な
ど
入
れ
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

。

ご

み

収

集

(
も
え
る
ご
み

家
庭
の
ご
み
収
集
は
、
ロ
月
出
日
出
i

1
月
3
日
閃
ま
で
休
み
ま
す
。
こ
の
間
ご

み
処
理
で
お
困
り
の
人
は
、
自
己
搬
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
み
の
量
が
年
々
、
増
加
し
、

処
理
能
力
を
こ
え
る
量
で
困
っ
て
い
ま
す
。

資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の
「
紙
類
、

国をきiく謹々た3カ倖11
市健全協応募ポスター

。
し
尿
汲
取
り

ロ
月
白
日
出
1
1
月
4
日
制
ま
で
休
み
ま
す
。

1 

!t:. 前μ ふナマ

小学校低学年の部

望月直子さんの作品

市青少年健全育成連絡協議会では、

7月の 「青少年を非行から守る全国

強調月間」に呼応して非行事故防止・

明るい家庭づくりのポスター を募集

しまし 7こ。

応募総数85点、中でも中学生の作

品には力作が多く、審査員の目を引

きつけました O 入賞者等は次のとお

です。()内は所属の健全協

小学校低学年の部

最優秀・・・望月直子(東大村)

優秀・・・横井裕美(中央)久米裕治

(東大村)中村まよ (中央)

佳作・・・大坪裕子(中央)小川喜代

子(旭が丘)松谷あすか(東大村)

吉村浩司(東大村)野添裕子(東大

村)

小学校高学年の部

堀口健一くんの作品

。
出
生
・
死
亡
届
な
ど

出
生
、
死
亡
、
婚
姻
な
ど
、

戸
籍
の
届

け
出
は
、
休
み
中
も
、
宿
日
直
で
受
け
付

け
ま
す
。

た
だ
し
、
転
入
、
転
出
、
諸
証
明
の
事

務
は
行
い
ま
せ
ん
。

。
水
道
料
金

休
み
中
も
午
後
5
時
ま
で
、
水
道
部
窓
口

で
取
り
扱
い
ま
す
。

。
市
税
な
ど

市
税

(市
県
民
税

・
国
民
健
康
保
険
税

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
な
ど
)
の
収

小学校高学年の部

最優秀・・・堀口健一(旭が丘)

優秀一・坂本亜希(中央)佐藤大輔(大村)

佳作・・・守裕子(富の原)山口泰広(中央)天

見亜希子(旭が丘)松尾佳子(中央)遠岳由

香里(鈴田)

中学生の部

最優秀・・・久富淳一郎(萱瀬)

優秀・…)11上京子(中央)村田尚記(放虎原)

開田直美(萱瀬)

佳作・・・水野尚子(旭が丘)尾下美幸(竹松)

比良恭子(鈴田)一瀬真美(大村)針本智美

(中央)前田貴子(東大村)橋本公美(福重)

杢尾美幸(萱瀬)小泉裕介(大村)

作品の展示 64年 2月21(火)-'--27日(月)
市コミセン

中学生の部

久富淳一郎くんの作品

納
事
務
は
、
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ロ
月
お
日
制

午
前
9
時
j
午
後
4
時

ロ
月

m
日
附

午
前
9
時
i
ロ
時

。

図

書

館

ロ
月
刊
ω
日
附
j
1
月
4
日
附
ま
で
休
館

し
ま
す
。

な
お
、
ロ
月
お
日
目
は
館
内
整
理
日
で

す
が
、
通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。

。
市
立
病
院

急
患
は
、
い
つ
で
も
当
直
の
医
師

(内

科
系
・
外
科
系
)
が
診
療
し
ま
す
。

小
児
科
は
、
ロ
月
却
日
俗
と
1
月
2
日

仰
の
午
前
中
診
療
し
ま
す
。

，z 
I
1
h
!
J
u
w
叶

F

7ノ

休
日
納
税
格
談
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市
税
お
よ
び
国
保
税
の
分
割
納
税
な
ど

に
つ

い
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

ロ
月
お
日
目

午
前
9
時
1
午
後

4
時
ロ
月
却
日
同

午
前
9
時
ー
は
時

場
所

税
務
課

-
J
J‘
 

叶

J
t
l
o
d
 

，
，
/
い

レ

‘ソ

、、
d〆

.. 
ー

確
か
め
よ
う
年
次
有
給
休
暇
ノ
・

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
、
最
近
、

家

庭
主
婦
層
を
中
心
に
著
し
く
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

が
労
働
力
の
需
要
側
、
供
給
側
双
方
の
ニ

ー
ズ
に
あ

っ
た
就
業
形
態
で
あ
る
こ
と
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
今
後
と
も
増
加

傾
向
を
た
ど
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
処

遇
お
よ
び
労
働
条
件
等
に
つ
い
て
は
、
雇

入
れ
に
際
し
て
労
働
条
件
が
不
明
確
で
あ

る
こ
と
、
そ
の
特
性
に
配
慮
し
た
雇
用
管

理
等
が
確
立
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
、

パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
職
業
に
従
事
す
る
者

と
し
て
の
自
覚
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
い

こ
と
等
、
種
々
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
更
に
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と

通
常
の
労
働
者
と
の
区
別
が
明
確
で
な
い

と
い
う
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
労
働
省
は
、
パ

ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改
善
、
雇
用
の

安
定
等
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
聞
を
設
け
て
い
ま

す
。
¥
長
崎
労
働
基
準
局
、
長
崎
婦
人
少
年
室
、
J

/
長
崎

県

労

働

部

¥
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企ぷ?2223認昌三里堅
持言明言語
ども発表されていを歩し足。

a 

m限界ご(忠実品F23)
押こ芯雪tljZZ22子君主3二三
252遊びをとおして、防火の知議時め

.圃 U

糾レ

企 感翻在込めて(:Y， 萱瀬中学授)
萱瀬申宇恒〔位添昭吾極長 80.人〉は11同
1目、暗区円の郵便局寄っ駐在所 農協など10
1フ所に、日ごろあ世艶に在っている君礼にと、
月晴こめて作つE璃の酎植えを贈りまし疋。
萱瀬保育園の畏田園長ガ代表して「皆さん
の気持ちを大切こし、いつまでもかわいガり
ます」と、語字Lを述べまし疋。
E安定、俸験学習の 軍として、稲刈」りも、
この日行オコオ1まい定。

企 (為市民会鑓〉

第22回大相市老人福祉大会ガ、刊月B目、
市民会館で開かれましE。

会場巳1<1:約1100人ガ害加。
初労役員の表彫や障験尭表、揖演、レワリエ

ーションなどガ行われまし疋。

さ安定、新だ芯時代に主きる老人7ラフづく

りや健康増進運動など6項目を決績しましeo



ヴ
ベ
ル
ワ
リ
ふ
反
応
検
査
と

B
C
G接
種

該
当
す
る
乳
幼
児
・

生
後

3
か
月
1

必
か
月
未
満
で
今
ま
で
に

1
回
も
受
け
て

な
い
乳
幼
児

-
2
回
目
ツ
ベ
ル
ク
リ
シ
反
応
検
査
を
受

け
て
な
い
必
か
月
未
満
の
乳
幼
児
(
た
だ

し
、
今
年
6
月
に
再
度
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
を
受
け
た
乳
幼
児
は
除
く
)

盆
婚

祝
つ
て

mw
組
に
記
念
ロ
凹
贈
呈

結
婚
日
年
を
祝
、
っ
金
婚
祝
賀
記
念
品
贈

呈
式
が
叩
月
泊
目
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

松
本
市
長
は
「
平
和
で
仲
良
く
、
健
康

で
か
つ
、
人
生
の
模
範
と
し
て
、
後
輩
を

指
導
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
金

婚
式
を
迎
え
ら
れ
た

ω組
の
ご
夫
婦
に
、

一
組
ず
つ
金
婚
祝
賀
状
と
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
渡
辺
貞

免
さ
ん
(
別
歳

・
松
原
1
丁
目
)
が
「
戦

前
・
戦
後
と
違
っ
て
今
は
平
和
な
時
代
。

※
2
回
目
は
B
C
G
接
種
後
一
年
経
過
し

表

た
乳
幼
児

ロ王

料
金

無
料

接
種
で
き
な
い
乳
幼
児
・

著
し
い
栄
養

日

障
害
、
ま
ん
延
性
皮
膚
疾
患
の
乳
幼
児

・
熱
の
あ
る
乳
幼
児

・
生
ワ
ク
チ
ン
(
は
し
か
な
ど
)
接
種
後

今
後
と
も
市
の
発
展
を
願
っ
て
い
る
」
と

お
札
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

金
婚
祝
賀
記
念
品
贈
呈
式

(
払

・
市
コ
ミ
セ
ン
)

1
か
月
経
過
し
て
な
い
乳
幼
児

-
1
年
以
内
に
ひ
き
つ
け
(
け
い
れ
ん
)

を
お
こ
し
た
乳
幼
児

お
願
い
・

母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

・
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

実施場所 ツ反検査 B.C.G接種 [

市 役 所 12月 12月

萱 j頼出張所 6 (火) 8肘[
西大村コ:ュニティセンター

鈴田出張所 7附 9(針

三浦出張所

竹松出張所
15 (木)13 (火)

福重出張所

中地区公民館
14附 16 (針

松原出張所

毅先生

健康講
12月刊日(水) 萱瀬出張所
講演会時間 :午後 1時30分より

演題 :i飲酒と肝臓について」
講師 :南野クリ ニック 南野

健康相談(市保健婦)

時間:午後 3時より

座

老人福祉センタ一

年~$Sfj吉夫曾
12月17日(土) 午前10時30分~ 福祉センター

時間 :午後 2 時~3 時

※演芸会へ出演を希

望する人は、 12月

14日制までに、福

祉センタ- 2階事

務室へ申し込んてい

くださし~

冬
休
み
学
童
保
育

児
童
を
募
集

12 -

対
象

共
働
き
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
カ

ギ
ッ
子

場
所

大
村
幼
稚
園

期
聞

は
月
初
日
間
j
1
月
7
日
出

但
し
、

日
曜
日
と
ロ
月
孔
日
出
1
1
月

3
日
閃
は
休
み
ま
す
。

時
間

午
前
8
時
l
午
後
5
時
却
分

受
け
付
け

ロ
月
お
日
冊
、
午
前
日
時
j

日
時
、
大
村
幼
稚
園

問
い
合
わ
せ

大
村
学
童
保
育
に
ん
じ
ん

ク
ラ
ブ
父
母
の
会
(
夜
間
:
包
③
8
9

3
9
小
川
、
宮
@
2
8
6
0
浜
田
)

※
指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

在現口u
日川年刀

回

人傷事故
10 月 今年度の累計 前年度同期 増減

件数死者傷者 件数死者傷者 件数死者傷者 件数死者傷者
f牛 人 人 {牛 人 人 件 人 人 {牛 人 人

大 やI 市
25 O 31 233 285 217 5 253 +16 +32 
I牛 人 人 f牛 人 人 {牛 人 人 {牛 人 人

長 山奇 県 十
552 7 1 686 4，756 63 6，064 4，709 75 5，8171 +47 12 247 

大村市の
{牛 {牛 {牛 i牛

物損事故
91 1，006 939 + 67 

交通事故発生状況



" 

でー

小
児
期
に
発
症
ま
た
は
感
染
を
お
こ
し
、

成
人
病
の
基
と
な
る
疾
患
は
諸
々
あ
り
ま

す
。最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
に
ウ
ィ
ル

ス
に
よ
る
も
の
が
あ
り
、

A
T
L
L
(
成

人
型
T
細
胞
白
血
病
)
や
肝
炎
の
原
因
ウ

ィ
ル
ス
が
あ
り
ま
す
。

A
T
L
L
は
、
乳
幼
児
期
に
感
染
し
、

そ
の

一
部
が
成
人
で
発
病
し
ま
す
。
西
日

本
、
特
に
九
州
の
刊
歳
以
上
の
成
人
に
多

い
と
い
わ
れ
、
予
防
と
し
て
、
ウ

ィ
ル
ス

ス
保
有
者
で
あ
る
母
親
の
母
乳
禁
止
が
現

在
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

若

?よ

人
生
銅
鐸

さ
て
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
に
は
、
患
者
の

便
で
汚
染
さ
れ
た
食
物
か
ら
う
つ
る
A
型、

輸
血
な
ど
血
液
を
介
し
て
う
つ
る
B
型、

ウ
ィ
ル
ス
の
は
っ
き
り
し
な
い
非
A
非
B

型

(
C
型
)

の
3
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

医
学
の
進
歩
に
よ
り
将
来
も

っ
と
発
見
さ

れ
そ
、
つ
で
す
。

こ
の
う
ち
、
問
題
に
な
る
の
は
B
型
で
、

こ
の
ウ
ィ
ル
ス
を
血
中
お
よ
び
肝
臓
内
に

持
続
的
に
保
有
し
て
い
な
が
ら
発
病
し
て

い
な
い
人
を
、
キ

ャ
リ
ア
(
持
続
感
染
者
)

と
呼
び
、
外
見
は
全
く
健
康
人
と
変
わ
ら

な
い
こ
の
ウ
ィ
ル
ス
の
キ

ャ
リ
ア
が
、
日

玄

す

， 

老

人

教

養

講

座

作

昂

展

示

会

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
講
し
て
い
る

講
座
の
受
講
生
が
、
日
頃
の
勉
強
の
成
果

を
披
露
し
よ
う
と
、
老
人
教
養
講
座
作
品

展
示
会
が
、
日
月
幻
日
か
ら
3
日
間
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

展
示
は
、
盆
栽

・
書
道

・
生
け
花

・
俳

句
で
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
力
作
ば
か
り
。

な
か
に
は
、
丹
精
込
め
て
作
り
あ
げ
た

盆
栽
に

「こ
れ
は
ど
ん
な
に
す
れ
ば
い
い

の
で
す
か
」
と
の
問
い
に
、

一
つ
一
つ
熱

心
に
教
示
す
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

M 

本
に
測
万
人
位
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

感
染
経
路
は
、
大
ま
か
に
①
輸
血
②
水

平
感
染
(
夫
婦
問
も
含
む
)
③
韮
直
感
染

(
母
児
問
)
の

3
つ
が
あ
り
ま
す
。
以
前

は
、
、キ
ャ
リ
ア
血
の
輸
血
に
よ
り
感
染
す

る
例
が
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
献
血
時
の

チ
ェッ

ク
に
よ
り
輸
血
後
の
B
型
肝
炎
は

急
速
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

最
も
心
配
さ
れ
る
感
染
は
③
の
垂
直
感

染
で
あ
り
、
母
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ
と

何
世
代
も
ウ
ィ
ル
ス
が
伝
播
し
て
き
た
道

と
恩
わ
れ
、
こ
の
鎖
を
断
つ
事
が
治
療
お

よ
び
予
防
に
な
り
ま
す
。
発
病
と
感
染
の

予
防
が
ひ
い
て
は
、
キ

ャ
リ
ア
人
口
の
減
少

に
な
る
た
め
、
現
在
、

産
科

・
小
児
科

・

内
科
の
各
領
域
が
連
携
し
て
、
免
疫
グ
ロ

プ
リ
ン
、
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
、キ
ャ
リ
ア
の
感
染
力
は

一
般
に

X7-~9 ・福祉センター)

火め用l臥歳未特別警戒
12月28日---31日まで

午後8時に守分間サイレンを鳴らします。
ま芝、 28日には午前8時に¥演習召集サ
イレンを鳴らします。

防火相談は大村消防署 (n(@4138) 

加
齢
と
共
に
減
少
し
、
ウ
ィ
ル
ス
の
増
殖

は
次
第
に
衰
、
え
ま
す
。

個
人
の
予
防
法
と
し
て
は
、
①
ラ
ベ
ル

を
な
め
な
い
寝
相
を
口
の
中
へ
入
れ
な
い

③
手
洗
い
の
励
行
で
す
。
も
し
B
型
肝
炎

の
人
の
血
液
に
触
れ
た
ら
す
ぐ
に
水
洗
い

し
て
、
十
分
に
血
液
を
洗
い
落
と
す
こ
と

が
大
事
で
す
。
ま
た
、
傷
口
な
ど
触
れ
た

場
合
は
、
医
療
機
関
で
受
診
し
て
、
免

疫
グ
ロ
プ
リ
ン
を
投
与
し
て
も
ら
う
の
も

い
い
で
し
ょ
う
。

何
か
で
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
は
、

肝
機
能
と
共
に
、
こ
の
ウ
ィ
ル
ス
の
キ
ャ

リ
ア
か
ど
う
か
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
も
ら
う

こ
と
が
、
自
分
の
た
め
だ
け
で
は
な
く

子
や
孫
の
次
の
世
代
の
た
め
に
も
大
切
な

こ
と
で
す
。

市
立
病
院
小
児
科
医
長

吉
田
康
晴

"目立H対日本電装
第22回全日本バレーボール選抜女子リーグ大村大会
12月12日(月) 午後5時30分
開場午後3時30分

前売券 市内各スポーツ居、

バレーボール協会員で販売中

問い合わせ 市/"レ ーボール

協会(桜が原中・森永nol
166、夜( 3873)

王者防

犯

運

動

銭
安
通
安
全
県
民
運
動
と
防
犯
運
動

受
通
安
全
県
民
運
動

刊は月

μ
日
よ
り
1
月

3
日
ま
で

運
動
の
重
点
目
標

①
無
謀
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

②
交
通
弱
者
の
保
護

…

劇

団

・
鳴
呼
飛
(
ア
1
1
ト
)

d

…

ロ

月

公

演

「

夕

鶴

」

ス

タ

ッ

フ

募

集

中

…

ぬ

鳴
呼
飛
(
ア
ー
ト
)
で
は
、
ロ
月

n

m

m

日
附
「
夕
鶴
」
を
公
演
し
ま
す
。

宮
の
)6
7
0
8

的

制

た
だ
今
、
ス
タ

ソ
フ
を
大
募
集
中
で

(
浜
本
百
合
子
)

、J
e
?
t
J
r
v
r
J
t
d
zザ
ゴ
ボ
JJyu

、

ロ
月

1
日
よ
り

1
月

3
日
ま
で

す
。
申
込
先

-13-

ず

uvhv
u
h
v
u円
M
W
T目

f
u



お
し
ら
せ

新
年
名
刺
受
換
会

昭
和
臼
年
新
年
名
刺
交
換
会
を

次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
昭
和
臼
年
1
月
2
日

午

前
日
時

場

所

市

民
会
館
3
階
大
会
議
室

会
費
1
人
、
1
0
0
0
円

申
し
込
み

会
費
を
添
え
て
市
役

所
総
務
課
ま
で

申
込
期
限
ロ
月
6
日

ωま
で

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日

時

ロ

月
U
日
制
午
後
1
時
半

場

所

市

役
所
第
7
会
議
室

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

持
参
す
る
も
の
印
鑑
・
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

公
売
台
数

若
干

問
い
合
わ
せ
税
務
課
収
納
係

※
電
話
局
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取

り
消
し
ま
す
。
な
お
、
公
売
開

始
前
ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中
止
し

ま
す
。

お
正
月
料
理
の

作
り
方
講
座

心
の
こ
も

っ
た
お
正
月
料
理
を

作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

ロ

月
日
日
嗣

・
2
日
術

計
2
回
午
前
日
時
か
ら
ロ
時

場
所

中
地
区
公
民
館

対
象
・
定
員

成
人

・
お
人

種別 住宅名 戸数 問 取 り 家賃(月額・円)

小路口第1 6・6 3，000 
1 fケ 中公 4 6・3・4.5 6，600 

久 原 7 6・4.5・3 6，800 

種 東 諏 訪 1 6 .4.5・4.5 15，000 

久原第二 4 6 ・6 ・5性局 21，800 

松並第一 1 6 ・6 ・6守局 30，000 

坂 口 1 6・4.5 3，900 
2 
東 諏 訪

種
(母子家庭向)

1 6 ・4.5・4.5性同 10，000 

公営住宅空屋募集

市営

受け付け 1 2月 5 日 (月)~12 日 (月)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があ ります。

受
講
料

無
料
(
材
料
費
、
資
料

代
と
し
て
1
2
0
0
円
必
要
で
す
。)

講
師

諌
早
料
理
学
院
長

柳
原

淳

先
生

受
付
締
切

ロ
月
刊
日
出
必
着

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
氏
名

.
住
所

・
性
別

・
年
代

・
電
話
番

号
・
講
座
名
を
書
い
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ

い
。

申
込
先

中
地
区
公
民
館
(
干
鰯

松
並
1
丁
目
2
4
6
1
5
)

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。

※
1
歳
1
就
学
前
の
お
子
さ
ん
は

託
児
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
人
は
子
供
の
年
齢
を
書
い
て

く
だ
さ

い
。

※
受
講
は
2
固
と
も
出
席
で
き
る

人
に
限
り
ま
す
。

市
民
殺
善
卓
球
大
会

日
時

12 
月
25 
日
(日)

午
前
9
時

会
場

市
民
体
育
館

競
技
種
目

初
心
者
男
子

・
女
子
、

小
学
生
男
子
・

女
子
、
中
学
学
年

別
男
子
・
女
子
の
各
シ
ン
グ
ル
ス

男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ
ブ
ル

ス

参
加
資
格

市
内
に
在
住
、
在
学
、

在
勤
者
で
あ
る
こ
と

参
加
料

無
料

申
込
先

攻
島
2
丁
目
4
0
5

(
朝
長
靖
彦
)

そ
の
他
1
人
2
種
目
ま
で
参
加

を
認
め
ま
す
。

申
込
期
限

ロ
月
四
日
間
必
着

冬
季
県
下
卓
球
大
会

日
時
昭
和
弘
年
1
月
8
日
目

午
前
9
時

会

場

市

民

体
育
館

競

技

種

目

中
学
男
子
・
女
子
、

一
般
男
子

(高
校
を
含
む
)

・
女

子
(
高
校
、

婦
人
を
含
む
)
、
壮

干郵IJ 団地名 戸数 間 取 り 家賃(月額・円)1

久原第二 5 6・6・4.5(洋) 21，200 

1 城 1 6・6・6 27，700 

27，500 
本公 山 9 6 ・ 6 ・ 6 ~消

種 29，000 

本小路 1 6・6・6i洋) 32，000 

2種 松 山 1 6・6・6i洋) 22，500 

県営

※随時受け付けています。

※常盤団地の特定目的住宅 (多家族向、小家

族向、 母子向) も随時受付けています。

申し込み・問い合わせ 長崎県住宅供給公

社大村事務所合⑫ 6825

年
男
子
(
お
歳
以
上
)
、
ベ
テ
ラ

ン
男
子
(
必
歳
以
上
)

参
加
料

中
学
生
訓
円
、
高
校
生

川
円
、
一
般
他
刷
円

申
込
先

玖
島
2
丁
目
4
0
5

(
朝
長
靖
彦
)

そ
の
他

出
場
種
目

一
種
目
の
み

申
込
期
限

ロ
月
四
日
間
必
着

ほ
し
ゅ
う

号法=

o?u 

書

感

想

文

秋
の
読
書
週
間
行
事
の
一
環
と

し
て
募
集
し
て
い
ま
す

応
募
資
格

市
内
在
住
の

一
般
成

人
(
学
生
を
の
ぞ
く
)

テ
ー
マ
自
由
。
た
だ
し
、
読
書

感
想
ま
た
は
、

読
書
体
験
を
内
容

と
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

原
稿
枚
数

紙
5
枚
程
度

締
め
切
り
ロ
月
お
日
同

応
募
方
法

①
作
品
は
1
人
1
点

と
し
ま
す
②
作
品
の
前
に
題
名
と

住
所
・
氏
名
(
読
書
感
想
は
文
の

終
り
に
書
名
、
著
者
名
、
ま
た
は

編
集
者
名
)
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
③
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

送

り

先

市

立
図
書
館
(
東
本
町

4
8
1
2
@
2
4
5
7
)
 

4
0
0
字
詰
原
稿
用

14 -

親
子
で
作
ろ
う
/

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

日
時

ロ
月
却
日

ω・
幻
日
附

午
後
7
時
1
9
時

場
所
市
コ
ミ
セ

ン

講

師

岩

永
喜
美
子
先
生

受
講
料

無
料

(材
料
費
実
費
)

申
し
込
み
市
コ
ミ
セ

ン
(
宮
@

3
1
6

1
)
 

長崎デザインコンベ
~個性を生かすパッケージデザイン募集~

長崎の特産品を包む箱、ボト ル、包装紙などのパ

yケージデザイ ンを募集します。

内容

・オリジナル作品部門…長崎の特産品の新し いパッ

ケージデザイ ン

・既存商品部門…県内で作られ、県内で販売 されて

いるもの。

賞 オリジナル作品部門…大賞30万円、既存商品部

門…大賞10万円など多数。

作品受付

・ 直接搬入…昭和64年 1 月 4 日 (制~31 日 (火)

・郵送…昭和64年1月31日(刈必着

搬入・郵送場所 長崎物産振興協会「デザインコン

ペ係J (〒850長崎市大黒町 3~ 1交通産業ピル2

階)

※作品の大きさ 、応募資格、 応募方法など、詳しく

は、県物産振興課 (合長崎⑫ 11 1 1)へ



第
拘
留
全
雷
発
明
く
ふ
う

コ
ン
ク
i
ル
作
詰

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
日
常
生

活
か
ら
産
業
技
術
に
い
た
る
分
野

で
独
創
的
な
発
明

・
考
案
・
意
匠

を
広
く
紹
介
し
、
そ
の
実
施
化
と

相
互
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

う
る
お
い
の
あ
る
生
活
を
充
実
さ

せ
て
ゆ
き
ま
す
。

応
募
資
格

個
人
お
よ
び
中
小
企

業
の
従
業
員
の
職
務
に
属
す
る
発

明
で
、
発
明
者
、
考
案
者
ま
た
は

創
作
者
に
限
定
し
ま
す
。

応
募
方
法

所
定
の
申
込
書
に
関

係
書
類
を
添
付
の
う
え
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

締
め
切
り

ロ
月
初
日
附
必
着

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

発
明
協
会
長
崎
県
支
部
(
〒

m

長
崎
市
文
教
町
2
1
5
、
長
崎
県

工
業
試
験
場
内
包
長
崎
⑬
2

6
4

7
)
 

※
申
込
書
は
、
商
工
観
光
課
に
あ

り
ま
す
。

技
能
向
上
訓
練
受
講
生

o
T
l
G溶
接
(
実
技
)

期
間

ロ

月
1
日
嗣

l
m
日

ω

(
6
日
間
)

o
C
O
B
O
L
-
P
R
O
G
R
 

A
M
l
N
G
 

期
間

ロ
月
2
日
幽
j

お
日
闘

(
凶
日
間
)

0

マ
イ
コ
ン
入
門

期
間

口
月
2
日
幽
j
M
日
幽

ご
寄
付d
E
a
り
が
と
う
ご
ポ
V
ま
し
た

ご
好
意

(敬称略)

-
香
典
返
し

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
寺
坂
静
代
(
沖
田
町
)
図
書
凶

万
円
相
当

三
浦
小
学
校
へ

V
神
原
恵
子
(
溝
陸
町
)
児
童
用

図
書
5
万
円
相
当

文
化
基
金
へ

V
田
中
絹
子
(
片
町
)
3
万
円

福
祉
基
金
へ

マ
永
田
光
次
(
杭
出
津
2
丁
目
)

5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
長
友
澄
夫
(
富
の
原
2
丁
目
)

凶
一芳
円

V
柴
田
テ
ル
子

(
玖
島
2
丁
目
)

5
万
円

V
広
井
秀
子
(
立
福
寺
町
)
5
万
円

V
上
野
民
雄
(
竹
松
町
)
日
万
円

・
一
般
寄
付

史
料
館
へ

V
根
岸
義
康
(
京
都
)
福
田
雅
太

郎
大
将
自
筆
の
書
掛
軸

V
富
松
神
社

1
絵
馬
(
江
戸
末
期

(
7
日
間
)

o
建
築
配
管
技
能
横
定
受
験
準

備
講
習

(1
級

・
2
級
実
技
)

期

間

ロ

月
5
日
間

1
日
日
幽

(
6
日
間
)

0

パ
ソ
コ
ン
活
用
入
門

期
間

ロ
月
5
日
間

1
2
日
制

(
8
日
間
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(一
γ

制
諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3
2

⑫
2
3
2
3
)
 

繰

の

オ

ー

ナ

i

(
菌
育
林
の
分
収
育
林
)

育
成
途
上
の
ス
ギ

・
ヒ
ノ
キ
な

ど
の
森
林
の
共
有
者
と
な
り、

約

加
年
後
に
販
売
し
た
と
き
に
収
益

ー
明
治
初
期
)

V
林
田
民
子
(
杭
出
津
3
丁
目
)

旧
大
村
藩
主
純
昌
自
筆
の
書
と
絵

郡
中
学
校
へ

V
森
田
忠
男
(
竹
松
本
町
)
鶏
(

黄
金
鶏
・
高
麗
キ
ジ
・
中
国
チ
ャ

モ
)
お
よ
び
鶏
舎

清
和
国
へ

V
大
高
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
浦
田
秀
久
(
平
町
)
朝
礼
台

V
大
村
た
ば
予」
販
売
協
大
村
支
部

婦
人
部
l
た
ば
こ
ス
タ
ン
ド

V
西
大
村
コ
ミ
セ
ン
ダ
ン
ス
教
室

ーー
ォ
誌
月
リ

-

|
同
局
べ
日
作

V
親
奉
会

1
理
容
奉
仕

慈
恵
荘
へ

金
の
配
分
を
受
け
ま
す
。
そ
の
聞

の
手
入
れ
や
管
理
な
ど
は
国
が
行

い
ま
す
。

対
象
森
林

⑦
南
高
来
郡
小
浜
町
北
本
村
名

ス

ギ

お

年

生

契

約

期

間

四

年

間

募

集

口

数

3

口

②
西
彼
杵
郡
琴
海
町
戸
根
郷

ヒ
ノ
キ

M
年
生

契

約

期

間

同

年

間

募

集

口

数

乳

口

③
島
原
市
中
木
場
川
原
平
名

ヒ

ノ

キ

お

年

生

契
約
期
間

M
年
間

募

集

口

数

日

口

④
西
彼
杵
郡
西
彼
町
大
串
郷

ヒ
ノ
キ

幻

年

生
お
年
間

口
口

契
約
期
間

募
集
口
数

V
本
多
正
巳
(
荒
瀬
町
)
叩
万
円

V
田
中

一

(
東
本
町
)
5
万
円

V
朝
長
昭
(
池
田
2
丁
目
)
5
万

円V
永
倒
ま
ん
じ
ゅ
う
庖
H
H
ま
ん
じ

ゅ
、っ
V
桜
龍
吟
舞
道
大
村
吟
泳
会
婦
人

部
l
菓
子
・
慰
問

V
井
手
要
(
守
一
福
寺
町
)
ジ
ュ

ー

スV
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
慰
問

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

V
本
経
寺

1
カ
ル
ピ
ス

V
板
橋
養
鶏
場

1
冷
凍
卵

V
永
倒
ま
ん
じ
ゅ
う
庖
H
H
ま
ん
じ

ゅ
、っ

現
地
案
内

行
い
ま
す

申
込
期
限

昭
和
臼
年
1
月
初
日
働

問
い
合
わ
せ

長
崎
営
林
署
庶
務
課
(
長
崎
市
上

町
5
1
8
8
長
崎
⑫
4
1
2
1

出
資
金
一
口
当
り
①
お
万
円
、

②
l
④
印
万
円 ご

希
望
の
日
に
随
時

テ
ニ
ス
教
室
(
硬
式
)

期
間
昭
和
臼
年
4
月
ま
で
、
毎

週
日
曜
日
、
午
前
9
時
却
分
j

ロ

土手場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
内
テ

ニ
ス
コ

ー
ト

対
象
初
心
者
、
初
級
・
中
級
者

申
し
込
み
テ
ニ
ス
協
会

(
宮
@

4
8
2
1
広
滝
)

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
慰
問

泉
の
里
へ

V
田
中

一

(
東
本
町
)
5
万
円

V
大
久
保
利
明
(
久
原
1
丁
目
)

5
万
円

V
大
石
田
男
(
杭
出
津
1
丁
目
)

5
万
円

V
浦
上
久
雄
(
小
路
口
本
町
)
7

万
円
V
鈴
木
・
和
田

・
好
田
・

平

・
井

手
理
容
院
l
散
髪
奉
仕

V

一
瀬
フ
ジ
(
宮
小
路
2
丁
目
)

白
胡
麻
・
タ
オ
ル

V
原
口
モ
モ
エ
(
大
川
田
町
)
せ

ん
ぺ
い

V
大
川
田
老
人
会

1
奉
仕

・
冷
茶

男
子
・
女
子

モ
ー
タ
ー
ボ
iト
選
手

応
募
資
格

・
年
齢
・:
口
歳
以
上
お
歳
未
満

(
昭
和
引
年
1
月
凶
日
i
幻
年
1

月
日
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)

・
身
長
:
;
1
6
5
m
以
下

-
体
重
・
:
男
子
幻
旬
以
上
回
旬
以

下
、
女
子
必
旬
以
上
回
比
以
下

・
視
力
:
・
裸
眼
(
メ
ガ
ネ
、
コ

ン

タ
ク
ト
レ
ン
ズ
使
用
不
可
)
で

両
眼
と
も
川
以
上
(
色
盲
不
可
)

応
募
締
切
口
月
M
日
出

応
募

・
問
い
合
わ
せ

阿
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

会

(
玖
島
1
丁
目
日
番
地
1
2
@

6
1
9
4
)
 

碗V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

l
奉
仕

V
植
松
老
人
ク
ラ
ブ
百
合
会
l
慰

問
・
タ
オ
ル

V
永
倒
ま
ん
じ
ゅ
う
庖
H
H
ま
ん
じ

ゅ
よノ

V
和
田
嘉
江
(
水
、
王
町
2
丁
目
)

ト
コ
ロ
テ
ン

V
田
中
ヨ
ウ
子
(
富
の
原
2
丁
目
)

↑
ド
u
↓J
B
 
V
田
川
忠
次
郎
(
杭
出
津

1
丁
目
)

魚大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
2
丁
目
)
1

万
円

民リ
寸

B'ム



位
月
は
、
固
定
資
産
税

(
4期
)、
国
民
健
康
保
険
税

(
6期
)
の
納
期
で
す
。

1 8 
機能訓練根気の会 福祉センタ- 1 3 :30~15:30 14日 妊婦教室(2)市役所 1 3 :00 ~ 16:00 

(木) (水)

2日 成人の健康相談 福祉センター 1 3 : 00~1 5 : 00 15日 機能訓練根気の会 福祉センター 13: 30 ~ 15 : 30 
(劃 ⑪40歳以上 ⑮血圧測定ほか (木) 定期巡回献血 市役所 9: 30~ 12: 00 

4日 当番医 168 4歳6か月児健康診査

(日) (内・小)与那城医院 池田新町 告白
市コミセン ⑧ 13: OO ~ 13: 30 

ft@ 5575 ⑪⑮…9日(針と 同じ

(耳) 山口耳鼻咽喉科医院 東本町
成人の健康相談 福祉センタ- 1 3 : 00~1 5 : 00 

E② 2706 
⑪⑪...2日(針と同じ

17日
安産教室 市役所 9: 30~ II :00 ⑧ 9:30まで 耳とことばの相談 福祉センター 13 : 00~ 1 5 : 00

58 (土)
(月) ⑮母子健康手帳、ズボン

当番医
一般健康相談 市役所 13:OO~ 16: 00 18白
⑪⑮… 2日倒と同じ (日) (内・小)松尾医院 玖島1丁目

包② 4412
6日 乳幼児健康相談 松原出張所③13: 30 ~ 15 : 00 (外・内)牧山医院 宮小路2丁目
(刈

合o7831 
ア巴 妊婦教室(1) 市役所 13 : 00 ~ 16 : 00 20日 乳却児健康相談 萱瀬出張所(水)

(火) ③ 9: 30~ ll: 00 

8日 3歳児健康診査 大村保健所
(本) ⑧ 9 : 30~ 1 0 : 00 、 1 3 : 00~13:30 21日 妊婦教室(3) 市役所 13 : 00~ 16:00 

⑪昭和60年 6 月生まれ (59年12月 ~60年 5 月生まれ (水)

で、まだ受けていない人も受診してくだきい) 25日 当番医
⑮母子健康手帳、問診票

(日)
(内・小)松永医院 古町2丁目

T歳6か月児健康診査
宮@ 2943 

9日 (外・旺)山道医院 桜馬場2丁目
告白 市コミセン ② 13 : 00 ~ 13 : 30 

fi@2305 
⑪昭和62年 5 月生まれ (6 1年1 2月 ~62:年4月生まれ

で、まだ受けていない人も受診してくださ L、) 27日
妊婦教室体) 市役所 1 3 : 00~ 16:00 

⑮ 母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ (刈

竹日 当番医 略号の説明

(日)
(内・外)渡辺医院松原1丁目 宮③ 8275

の …対象 ⑧ -一受け付け
(産) おび産婦人科医院本町 宮@ 1103 ⑮…持ってくるもの ⑮…内容

12日 乳幼児健康相談 竹松出張所 当番医の診療時間 9 : 00 ~ 18:00 

is (月) ⑧ 9: 30~ ll: 00・・・….0-6か月の乳児

13:30-15:00..一…一7か月以上の乳幼児

⑮ 離乳食教室 10: 30-
":::， 

13日 乳泊児健康相談 市コミセン
(火) ②⑪…12日(月)と同 じ

毎
月

1
回

発

行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
包
問
問
4
1
1
1

編
集
/
広
報
公
聴
課

印
刷
所
/
九

州

凸

版

刷

人口の動き

什月T日現在

人口計 71.931
(ム8)

男 34.392
〈ム12)

女 37.539
(+4 ) 

j 市民相談コーナー(広報公聴課〉ですべて無料で、行っていますo
12お気軽にご相談くだ、さい。
弓 人権相談 〈但 10: 00~15 : 00) 
出 行政相談 ( 8日 9: 30~12 : 00) 
編 受通事故相談 (20日 7010~7510〉 ; 

相 法律相談 (21日 10: 00~1 5 : 00) 
談 年金相談 (22日 10: 00~15 : 00) 
日 不動産相談 (23日 13: 00~16 : 00) 
4 ※受け付けは午前8時30分より行っていますo
'---_....._....._.....--.....司...--......_....._-................----.............------... 司................__._--....._-_........司..._......-........;

世帯敏 21.759 
(十22)

( )内は前月比

円

h
V-E-

12月の大村ボート (3 日 ~ 6 日 、 10 日 ~14 日 、 1 8 日 ~ 20 日グラ ン プリ
場外発売、 24 日 ~ 27 日、 30 日 ~l 月 5 日新春特選レース )
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